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１１１１．ＳＮＶＴｓ．ＳＮＶＴｓ．ＳＮＶＴｓ．ＳＮＶＴｓ 

    

     １１１１----１１１１．．．．ＳＮＶＴｓＳＮＶＴｓＳＮＶＴｓＳＮＶＴｓ送信方法送信方法送信方法送信方法    

   各送信ＳＮＶＴｓ(NVO)と、ステータスは"Max_send_time"、"Min_send_time"で設定した通信方法で 

送信します。 

                    ※"Max_send_time"の有効範囲は０msec～１時間で、設定間隔は１００msec単位です。 

      ※"Max_send_time"が０秒の時、"Max_send_time"間隔での送信を行ないません。 

       この場合、パルスカウントデータはヒステリシス送信、デジタル入力データは変化検出送信になります。 

    

 

    ○オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト送信送信送信送信    

      "Max_send_time"のdayを"1"以外に設定した場合、オブジェクト単位に"Max_send_time"の間隔で送信します。 

      同一オブジェクトのＳＮＶＴｓは送信終了後すぐに、次のＳＮＶＴｓの送信を行ないます。 

     例）８チャンネル（ＰＩ８）の場合 

[オブジェクト１] 

ステータス       (ノードステータス) 

    ↓↓↓↓    送信終了後 

ステータス       (オブジェクト１ステータス) 

    ↓↓↓↓    送信終了後              オブジェクトNoが 

１チャンネルカウンター (オブジェクト１)     １のＮＶＯ (Index 5) 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

[オブジェクト２] 

ステータス       (オブジェクト２ステータス) 

    ↓↓↓↓    送信終了後              オブジェクトNoが 

２チャンネルカウンター (オブジェクト２)     ２のＮＶＯ (Index 8) 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

           ･･
･

 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

[オブジェクト１６] 

ステータス       (オブジェクト16ステータス) 

    ↓↓↓↓    送信終了後              オブジェクトNoが 

８チャンネル      (オブジェクト16)     16のＮＶＯ (Index 36) 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

       [オブジェクト１]へ 
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    ○ＮＶＮＶＮＶＮＶ送信送信送信送信（デフォルト） 

      "Max_send_time"のdayを"1"に設定した場合、ＮＶＯ単位に"Max_send_time"の間隔で送信します。 

     例）８チャンネル（ＰＩ８）の場合 

[オブジェクト１] 

ステータス       (ノードステータス)     

    ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

ステータス       (オブジェクト１ステータス) 

    ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ         オブジェクトNoが 

１チャンネルカウンター (オブジェクト１)      １のＮＶＯ (Index 5) 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

[オブジェクト２] 

ステータス       (オブジェクト２ステータス) 

    ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ         オブジェクトNoが 

２チャンネルカウンター (オブジェクト２)      ２のＮＶＯ (Index 8) 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

           ･･
･

 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

[オブジェクト１６] 

ステータス       (オブジェクト16ステータス) 

    ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ         オブジェクトNoが 

８チャンネル      (オブジェクト16)      16のＮＶＯ (Index 36) 

           ↓↓↓↓    Max_send_timeのディレイ 

       [オブジェクト１]へ 

 

 

     １１１１----２２２２．．．．ヒステリシスヒステリシスヒステリシスヒステリシス    

    パルスカウントのＳＮＶＴｓが、”Max_send_time"のディレイ中に現在の送信ＳＮＶＴsの値を基準に”Delta_xxxxx"で 

設定した幅を超えた時にＳＮＶＴsの送信を行ないます。 

    例）”Delta_xxxxx"で設定した幅が２０で 

前回送信したパルスカウントデータ（100）＋ヒステリシス（20）＜パルスカウントデータ（121）の時、 

            パルスカウントデータの送信をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     １１１１----３３３３．．．．非送信時間非送信時間非送信時間非送信時間    

    ○ＭｉｎＭｉｎＭｉｎＭｉｎ____ｓｅｎｄｓｅｎｄｓｅｎｄｓｅｎｄ____ｔｉｍｅｔｉｍｅｔｉｍｅｔｉｍｅ    

    ヒステリシス検出送信、またはデジタル入力データの変化検出送信を行なったあと、設定した非送信時間中、 

    ヒステリシス検出時のＳＮＶＴs送信、またはデジタル入力データ変化検出時のＳＮＶＴs送信、さらに"Max_ 

     send_time"間隔でのＳＮＶＴs送信は行ないません。 

非送信時間の設定は”Min_send_time"で行ないます。 

    

                ※非送信時間中、デジタル入力データの変化検出は行いません。 

                ※非送信時間中のヒステリシス検出のＳＮＶＴsの送信と、"Max_send_time"間隔でのＳＮＶＴs送信は 

                    非送信時間経過後、送信されます。 

                ※"Min_send_time"の有効範囲は０～１時間で、設定間隔は１００msec単位です。 

    ※"Max_send_time"が０秒でなく、"Max_send_time"≦"Min_send_time"で設定した時、"Min_send_time"は無効になります。 

142 

 

121 

 

100 

ヒステリシス検出送信 

 

前回送信時のデータが基準 

ヒステリシス検出送信 
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     １１１１----４４４４．．．．ノードリノードリノードリノードリセットセットセットセット時時時時ののののＳＮＶＴｓＳＮＶＴｓＳＮＶＴｓＳＮＶＴｓ送信送信送信送信 

         ノードリセット時、電源投入によるリセットの場合はスタートアップディレイ（アドレスのノードNo×１秒）後、 

   またLonMaker for Windows等のソフトウェアによるリセットの場合は最大１秒後、 

   ステータスと各送信ＳＮＶＴｓ(NVO)全てを100msec間隔で送信します。 

     例）８チャンネル（ＰＩ８）の場合 

        ノードリセット    

           ↓↓↓↓ 電源投入の場合、スタートアップディレイ時間後（ノードNo×１秒後） 

             LonMaker for Windows等のソフトウェアによるリセットの場合は最大１秒後 

[オブジェクト１] 

ステータス       (ノードステータス)     

    ↓↓↓↓    100msec 

ステータス       (オブジェクト１ステータス) 

    ↓↓↓↓    100msec                 オブジェクトNoが 

１チャンネルカウンター (オブジェクト１)      １のＮＶＯ (Index 5) 

           ↓↓↓↓ 100msec 

[オブジェクト２] 

ステータス       (オブジェクト２ステータス) 

    ↓↓↓↓    100msec                 オブジェクトNoが 

２チャンネルカウンター (オブジェクト２)      ２のＮＶＯ (Index 8) 

           ↓↓↓↓    100msec 

           ･･
･

 

           ↓↓↓↓    100msec 

[オブジェクト１６] 

ステータス       (オブジェクト16ステータス) 

    ↓↓↓↓    100msec                 オブジェクトNoが 

８チャンネル      (オブジェクト16)      16のＮＶＯ(Index 36) 

           ↓↓↓↓ Max_send_timeのディレイ 

      指定された送信モードで送信開始 

 

  ※スタートアップディレイは、電源投入後に出力ネットワーク変数の送信を開始するまでの時間です。 

   ノードごとに異なる時間差を設けることにより、多数のノードが同時に電源投入された場合のネットワークの混雑を抑止します。 

 

 

 

 

 

 

 

     １１１１----５５５５．．．．ＮｃｉＮｃｉＮｃｉＮｃｉ 

   ＮｃｉはＥＥＰＲＯＭ(不揮発性メモリ)に書くため電源をＯＦＦにしてもデータは消えません。 

   書き込み回数に制限があり、１万回以上書き込むとデータは保証されません。（最悪の場合ＣＰＵを交換する必要が 

   あります）また、１バイトの書き込み処理時間は２０msec必要です。 

 

注意注意注意注意    
スタートアップディレイスタートアップディレイスタートアップディレイスタートアップディレイ中中中中、、、、およびおよびおよびおよび出力出力出力出力ネットワークネットワークネットワークネットワーク変数変数変数変数がががが送信送信送信送信されるされるされるされる前前前前にネットワークにネットワークにネットワークにネットワーク変数変数変数変数をををを    

読読読読みみみみ出出出出すすすすとととと0000データをデータをデータをデータを応答応答応答応答ししししますのでますのでますのでますので積算積算積算積算データのデータのデータのデータの差分計算差分計算差分計算差分計算をををを行行行行うううう際際際際はごはごはごはご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。    
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     １１１１----６６６６．．．．ＲｅｑｕｅｓｔＲｅｑｕｅｓｔＲｅｑｕｅｓｔＲｅｑｕｅｓｔ 

   下記のオブジェクトリクエストを受け付けます。 

     RQ_NORMAL      ･･･ＮＶＯとＮＶＩのＳＮＶＴｓ送信･受信の禁止状態を解除。 

                 自己診断の停止（オブジェクトＩＤが"０"を指定したときのみ）。 

     RQ_DISABLED     ･･･ＮＶＯの送信とＮＶＩの受信を禁止状態にする。 

                 禁止状態中はパルスカウント積算が停止する。 

                 RQ_NORMALまたはRQ_ENABLEを受信すると禁止状態が解除される。 

     RQ_UPDATE_STATUS   ･･･現在のステータスを要求。 

     RQ_SELF_TEST     ･･･自己診断の開始（オブジェクトＩＤが"０"を指定したときのみ）。 

     RQ_REPORT_MASK    ･･･ステータスで使用しているビット情報を要求。 

     RQ_ENABLE      ･･･ＮＶＯとＮＶＩのＳＮＶＴｓ送信･受信の禁止状態を解除。 

     RQ_CLEAR_STATUS   ･･･electrical_fault、comm_failureのビットのクリア要求。 

 

     １１１１----７７７７．．．．ＳｔａｔｕｓＳｔａｔｕｓＳｔａｔｕｓＳｔａｔｕｓ    

   下記のステータスを通知します。 

     invalid_id      ･･･RequestのオブジェクトＩＤの指定が範囲外。 

     invalid_request   ･･･Requestのオブジェクトリクエストが無効。 

     disabled       ･･･ＮＶＯとＮＶＩのＳＮＶＴｓ送信･受信の禁止。 

     electrical_fault   ･･･ハードウエアエラーを検出。 

     comm_failure     ･･･ＳＮＶＴｓ通信エラー検出。 

     self_test_in_progress･･･自己診断中。 

     report_mask     ･･･ステータスの内容が使用ビットのデータである。 

 

 

     １１１１----８８８８．．．．通信異常通信異常通信異常通信異常のののの処理処理処理処理    

   ＳＮＶＴｓ送信に失敗したとき、２秒間送信処理を中止します。（トラフィック低減処理） 

 

 

     １１１１----９９９９．．．．パルスカウントのパルスカウントのパルスカウントのパルスカウントの測定範囲測定範囲測定範囲測定範囲    

   パルスカウントの測定範囲は７桁（０～９,９９９,９９９）です。 

 

 

     １１１１----10101010．．．．パルスカウントリセットパルスカウントリセットパルスカウントリセットパルスカウントリセット    

   "Reset_Counter×"に任意の値を入れるとパルスカウントが、その任意の値でリセットされます。 

                  チャンネルNo 

 

  ※リセットの範囲は７桁（０～９,９９９,９９９）です。 

  ※Disableのオブジェクトに対してのリセットはできません。 

  ※同一モジュールに対してパルスカウントのリセットを連続して行なうときは、500msec以上の間隔を空けて行なってください。 

 

 

     １１１１----11111111．．．．デジタルデジタルデジタルデジタル入力入力入力入力データデータデータデータ    

   デジタル入力データ"DI_n"はvalue=0(OFF),100(ON)、State=TRUE(ON),FALSE(OFF)です。 

デジタル入力データはMax_send_timeで指定した通信方法、又は変化検出でSNVTｓの送信を行います。 

デジタル入力データ送信中は、変化検出を行わないことがあります。 

            例）１チャンネルのOFFデータ送信中、１チャンネルのデジタル入力データがON→OFFした場合、ONデータは送信しません。 

 

 

        １１１１----12121212．．．．LonMaker For WindowsLonMaker For WindowsLonMaker For WindowsLonMaker For Windowsでコミッションでコミッションでコミッションでコミッション、、、、リコミッションリコミッションリコミッションリコミッション、、、、またはリプレースまたはリプレースまたはリプレースまたはリプレース後後後後のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

LonMaker For Windowsでコミッション、リコミッション、またはリプレース後、ＳＮＶＴｓ送信が行われなくなることが 

あります。コミッション、リコミッション、またはリプレース後は、必ずリセットして下さい。 

リセット方法：LonMaker For Windowsを起動します。 

コミッション、リコミッション、またはリプレースしたモジュール（デバイス）を選択して 

右クリックして下さい。 

表示したポップアップメニューより「Manage」を選択します。 

「Devices」タブを開き、「Reset」ボタンをクリックして下さい。 

 

LonMaker For Windows は、ECHELON 社の登録商標です。 
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    ２２２２．．．．ネットワークネットワークネットワークネットワーク変数変数変数変数リストリストリストリスト    

        共通共通共通共通 

Index 
In/Out 

Nci 
変数名 タイプ Self Document 内容・機能 

オブジェクト 

Ｎｏ 

0 nvi Request SNVT_obj_request @0|1;Request ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾘｸｴｽﾄ 

０ 

1 nvo Status SNVT_obj_status @0|2;Status ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｽﾃｰﾀｽ 

2 nci Location_Node SNVT_str_asc &1,0,0＼x80,17 

;Location Node 

ﾛｹｰｼｮﾝ(半角30文字) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ:なし 

3 nci Max_send_time SNVT_elapsed_tm &1,0,0＼x80,22 

;Max Send Time 

送信インターバル 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ: 300msec 

ＮＶ送信方式 

4 nci Min_send_time SNVT_elapsed_tm &1,0,0＼x80,24 

;Min Send Time 

非送信時間 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ:0秒 

 

    ２２２２チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル    （ＰＩ（ＰＩ（ＰＩ（ＰＩ２２２２））））    

        ププププ    ロロロロ    ググググ    ララララ    ムムムム    ＩＩＩＩ    ＤＤＤＤ        ：：：：    ８０８０８０８０::::００００００００::::７７７７ＢＢＢＢ::::００００５５５５::::２２２２ＡＡＡＡ::::００００４４４４::::００００４４４４::::０７０７０７０７    （（（（ＴＰ／ＦＴＴＰ／ＦＴＴＰ／ＦＴＴＰ／ＦＴ----１０１０１０１０））））    

        ノードノードノードノード（（（（セルフドキュメントセルフドキュメントセルフドキュメントセルフドキュメント））））    ：：：：    ３３３３....００００＠＠＠＠００００,,,,１１１１[[[[２２２２ＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔ    ＶａｌｕｅＶａｌｕｅＶａｌｕｅＶａｌｕｅ,,,,１１１１[[[[２２２２ＤＩＤＩＤＩＤＩ    

Index 
In/Out 

Nci 
変数名 タイプ Self Document 内容・機能 

オブジェクト 

Ｎｏ 

5 nvo Counter1 SNVT_count_f @1|1;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

１ 
6 nvi Reset_Counter1 SNVT_count_f @1#1;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

7 nci Delta_Counter1 SNVT_count_f &1,1,0＼x80,27;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

8 nvo Counter2 SNVT_count_f @2|1;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

２ 
9 nvi Reset_Counter2 SNVT_count_f @2#1;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

10 nci Delta_Counter2 SNVT_count_f &1,2,0＼x80,27;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

11 nvo DI_1 SNVT_switch @3|1;DI(1) １チャンネル ３ 

12 nvo DI_2 SNVT_switch @4|1;DI(2) ２チャンネル ４ 

    

    ４４４４チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル    （ＰＩ（ＰＩ（ＰＩ（ＰＩ４４４４））））    

        ププププ    ロロロロ    ググググ    ララララ    ムムムム    ＩＩＩＩ    ＤＤＤＤ        ：：：：    ８０８０８０８０::::００００００００::::７７７７ＢＢＢＢ::::００００５５５５::::２２２２ＡＡＡＡ::::００００４４４４::::００００４４４４::::０８０８０８０８    （（（（ＴＰ／ＦＴＴＰ／ＦＴＴＰ／ＦＴＴＰ／ＦＴ----１０１０１０１０））））    

        ノードノードノードノード（（（（セルフドキュメントセルフドキュメントセルフドキュメントセルフドキュメント））））    ：：：：    ３３３３....００００＠＠＠＠００００,,,,１１１１[[[[４４４４ＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔ    ＶａｌｕｅＶａｌｕｅＶａｌｕｅＶａｌｕｅ,,,,１１１１[[[[４４４４ＤＩＤＩＤＩＤＩ    

Index 
In/Out 

Nci 
変数名 タイプ Self Document 内容・機能 

オブジェクト 

Ｎｏ 

5 nvo Counter1 SNVT_count_f @1|1;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

１ 
6 nvi Reset_Counter1 SNVT_count_f @1#1;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

7 nci Delta_Counter1 SNVT_count_f &1,1,0＼x80,27;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

8 nvo Counter2 SNVT_count_f @2|1;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

２ 
9 nvi Reset_Counter2 SNVT_count_f @2#1;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

10 nci Delta_Counter2 SNVT_count_f &1,2,0＼x80,27;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

11 nvo Counter3 SNVT_count_f @3|1;Counter3 ３ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

３ 
12 nvi Reset_Counter3 SNVT_count_f @3#1;Counter3 ３ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

13 nci Delta_Counter3 SNVT_count_f &1,3,0＼x80,27;Counter3 ３ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

14 nvo Counter4 SNVT_count_f @4|1;Counter4 ４ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

４ 
15 nvi Reset_Counter4 SNVT_count_f @4#1;Counter4 ４ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

16 nci Delta_Counter4 SNVT_count_f &1,4,0＼x80,27;Counter4 ４ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

17 nvo DI_1 SNVT_switch @5|1;DI(1) １チャンネル ５ 

18 nvo DI_2 SNVT_switch @6|1;DI(2) ２チャンネル ６ 

19 nvo DI_3 SNVT_switch @7|1;DI(3) ３チャンネル ７ 

20 nvo DI_4 SNVT_switch @8|1;DI(4) ４チャンネル ８ 
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Index 
In/Out 

Nci 
変数名 タイプ Self Document 内容・機能 

オブジェクト 

Ｎｏ 

5 nvo Counter1 SNVT_count_f @1|1;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

１ 
6 nvi Reset_Counter1 SNVT_count_f @1#1;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

7 nci Delta_Counter1 SNVT_count_f &1,1,0＼x80,27;Counter1 １ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

8 nvo Counter2 SNVT_count_f @2|1;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

２ 
9 nvi Reset_Counter2 SNVT_count_f @2#1;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

10 nci Delta_Counter2 SNVT_count_f &1,2,0＼x80,27;Counter2 ２ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

11 nvo Counter3 SNVT_count_f @3|1;Counter3 ３ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

３ 
12 nvi Reset_Counter3 SNVT_count_f @3#1;Counter3 ３ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

13 nci Delta_Counter3 SNVT_count_f &1,3,0＼x80,27;Counter3 ３ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

14 nvo Counter4 SNVT_count_f @4|1;Counter4 ４ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

４ 
15 nvi Reset_Counter4 SNVT_count_f @4#1;Counter4 ４ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

16 nci Delta_Counter4 SNVT_count_f &1,4,0＼x80,27;Counter4 ４ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

17 nvo Counter5 SNVT_count_f @5|1;Counter5 ５ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

５ 
18 nvi Reset_Counter5 SNVT_count_f @5#1;Counter5 ５ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

19 nci Delta_Counter5 SNVT_count_f &1,5,0＼x80,27;Counter5 ５ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

20 nvo Counter6 SNVT_count_f @6|1;Counter6 ６ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

６ 
21 nvi Reset_Counter6 SNVT_count_f @6#1;Counter6 ６ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

22 nci Delta_Counter6 SNVT_count_f &1,6,0＼x80,27;Counter6 ６ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

23 nvo Counter7 SNVT_count_f @7|1;Counter7 ７ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

７ 
24 nvi Reset_Counter7 SNVT_count_f @7#1;Counter7 ７ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

25 nci Delta_Counter7 SNVT_count_f &1,7,0＼x80,27;Counter7 ７ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

26 nvo Counter8 SNVT_count_f @8|1;Counter8 ８ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾀｰ 

８ 
27 nvi Reset_Counter8 SNVT_count_f @8#1;Counter8 ８ﾁｬﾝﾈﾙｶｳﾝﾄﾘｾｯﾄ 

28 nci Delta_Counter8 SNVT_count_f &1,8,0＼x80,27;Counter8 ８ﾁｬﾝﾈﾙﾋｽﾃﾘｼｽ(0～1,000) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：０ 

29 nvo DI_1 SNVT_switch @9|1;DI(1) １チャンネル ９ 

30 nvo DI_2 SNVT_switch @10|1;DI(2) ２チャンネル １０ 

31 nvo DI_3 SNVT_switch @11|1;DI(3) ３チャンネル １１ 

32 nvo DI_4 SNVT_switch @12|1;DI(4) ４チャンネル １２ 

33 nvo DI_5 SNVT_switch @13|1;DI(5) ５チャンネル １３ 

34 nvo DI_6 SNVT_switch @14|1;DI(6) ６チャンネル １４ 

35 nvo DI_7 SNVT_switch @15|1;DI(7) ７チャンネル １５ 

36 nvo DI_8 SNVT_switch @16|1;DI(8) ８チャンネル １６ 

    



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
 

本社 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6-16-19 

電話 03(3400)6141(代表)    FAX 03(3409)3156 

(JR原宿駅／地下鉄明治神宮前駅下車) 

 

大阪営業所 

〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-14-33 大町ビル4階 

電話 06(6310)6461    FAX 06(6310)6462 

 

ﾎ－ﾑﾍﾟ－ｼﾞ http://www.watanabe－electric.co.jp 

 

    


